
2006年 種（手法）を開発 2006年 認知症予防会話支援手法『共想法』考案

第一期
2007年～

種から苗（サービス）へ
『共想法』という手法（種）を認知症予防
支援プログラムというサービス（苗）にす
る方法を開発

2007年 研究拠点ほのぼの研究所 開所
2008年 ほのぼの研究所 NPO法人化
2007年～講演会を定期的に開催
2009年～出前講座実施（随時）
2011年～『共想法』継続コース

第二期
2012年～

苗から畑（協働事業）へ
認知症予防支援プログラムというサービ
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ほのぼの研究所と『共想法』の10年

2008年にNPO法人ほのぼの研究所を設立してから、今年で10年の
節目を迎えます。これまでご参加、ご支援、ご指導頂いた皆様に、
心より感謝申し上げます。ここで、設立の趣旨と共に、これまでとこ
れからの活動の流れと位置づけを明らかにしたいと思います。
ほのぼの研究所を設立したのは、超高齢社会の諸問題を、現在
の高齢者、未来の高齢者である全世代と共に考え、解決方法を提
案、実践したいと考えたからです。社会をよりよくするために必要な
学問を創るために、有効と考えられている、参加型研究、当事者研
究と呼ばれる手法を実践しています。認知症の問題を解決するに
は、日々の生活に分け入り、なぜかくもたくさんの人が認知症にな
るのかを明らかにし、それを防ぐ方法を開発することが不可欠であ
ると考えたのです。「防ぎうる認知症にならない社会」という概念自
体、活動の中で生まれたものです。認知症予防会話支援手法『共
想法』は、認知症予防を目的とし、防ぎうる認知症にならない社会
を実現するための有効な手段となることを目指して、開発を進めて
います。共想法については、本誌2ページ目の基調講演要旨に、
まとめています。研究の流れを、5年を一区切りとして、農業にたと
えながら説明します。

第一期（2007年からの5年：種から苗へ）
2006年秋に、共想法を考案しました。共想法自体は、種に相当し
ます。2007年に、共想法の実践研究をはじめ、参加型研究の拠点
である、ほのぼの研究所を開所し、翌2008年に、運営組織をNPO
法人化しました。ここからの最初の5年は、共想法という種を、認知
症予防プログラムというサービス（苗）にする方法を開発しました。
共想法に定期的に参加することを通じ、認知機能を使う行動をする
暮らしを実現するサービスを意図して設計した、共想法継続コース
では、認知機能だけでなく、生活の質が高まるテーマを、参加者と

NPO法人ほのぼの研究所代表理事・所長
理化学研究所 チームリーダー 大武美保子

共に検討してきました。開始当初から90代を超える2018年現在に
至るまで、すこやかに継続して下さっている参加者もいます。

第二期（2012年からの5年：苗から畑へ）
認知症予防支援プログラムを、異なる対象、施設で実施する方法
を開発し、協働事業として実施しました。サービスという苗を、畑に
植えて（協働事業）、様々な環境で育てる方法を明らかにしました。
実際には、第一期の後半である2011年から、それまで実施してき
た介護予防施設に加え、介護施設、福祉活動NPO、病院での、施
設職員による継続的な実施が順次始まり、第二期に継続されまし
た。参加者は、在宅の健常高齢者から、介護施設の利用者、病院
に通所する認知症高齢者まで、実施者は、介護職員、作業療法士
、臨床心理士、保育士へ、実施場所は、千葉から、埼玉、茨城、長
崎、大阪へと広がりました。この時期の特記事項として、街歩きと組
み合わせた街歩き共想法プログラムの考案があり、2014年より各地
で実施しました。

第三期（2017年からの5年：畑から試験農園へ）
防ぎうる認知症にならない社会を実現するためには、認知機能を
適切に使う行動をする暮らしを支援することや、その仕組みづくりを
生業とする人、事業、産業が必要です。共想法を始めとする認知
症予防手法を事業化するためには、効果を証明するエビデンスが
求められます。そこで、第一期に始めたサービス開発、第二期に始
めた協働事業（畑）に基づいて、共想法のより厳密なエビデンスを
収集する検証事業（試験農園）を行っていきます。検証事業の主体
は、各種研究機関、医療機関になりますが、ほのぼの研究所は、
ガイドブックや研修の開発、実施人材の育成を通じて、検証事業を
支援する役割を担います。

大阪府
長崎県 埼玉県

茨城県
千葉県

2011年～協働事業
介護予防施設（千葉県）
介護施設 （茨城県、大阪府）
福祉活動NPO（埼玉県）
病院（長崎県）
2014年～街歩き共想法（随時）



千葉大学
（現東北大学ＴＨＶＰ）

片桐 大輔 先生

2018年6月26日(火）13:30から、柏市京北ホールにて、柏市の後援を仰ぎ、「認
知症になりにくい社会をつくる」をテーマに、NPO法人設立10周年記念講演会を開
催しました。早くも梅雨明けを思わせるような暑さにもかかわらず、喫緊の課題への
関心も高いとみえ、当日飛び入りを含めて、賛助会員、地域の皆様、企業、研究団
体マスコミ等、20～90代の約100名の方々にご参加いただきました。
開会挨拶に続き、ご来賓の千葉大学の片桐大輔先生より、設立当初より民産学

官学連携事業の実践の場として歩んできた、ほのぼの研究所の存在価値を評価し
て下さる、嬉しいご祝辞をいただきました。また、産業技術総合研究所の西村拓一
先生からは、超高齢社会における『共想法』の意義や、今後の研究活動への期待
を込めた励ましのお言葉をいただきました。
なお、講演に先立ち、10周年の節目として、これまで継続して長く賛助会員とし

てご尽力下さっている皆様をご紹介させていただき、御礼と感謝の意をお伝えしま
した。そして、埼玉県宮代町の地域の方々と共想法を継続的に実践して下さってい
る、法人賛助会員の認定ＮＰＯ法人きらりびとみやしろ理事長の島村孝一様に代
表としてご挨拶いただきました。 認定ＮＰＯ法人

きらりびとみやしろ理事長
島村 孝一 様

ほのぼの研究所 代表理事・所長
理化学研究所
革新知能統合研究センター

認知行動支援技術ﾁｰﾑﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ

大武 美保子

基調講演：「防ぎうる認知症にならない暮らしを支える共想法」

＊マクロの観点からの認知症予防研究でわかったことをお話しします

＊健康教育も対策の一つであり、本人の心がけによって病気にならない
ようにする1次予防も必要だが、地域環境と社会環境等を整備することで

そこに暮らしているだけで、健康になる社会を作るゼロ次予防にも注力
すべき
＊認知症発症にも環境要因が重要で、認知症発症が少ないまちがある

＊運動グループを増やすなど能動的社会参加を促し、高血圧等生活習慣病
や認知症になりにくい、環境、まちづくりを
＊柏市は調査に参加した30市町村の後期高齢者で最も「転ばないまち」
＊さらなる大規模調査で環境要因の解明にご協力を

2018年ＮＰＯ法人設立10周年記念講演会「認知症になりにくい社会をつくる」

介護予防事業の一環として
2011年より『共想法』を導入
させていただいております。
現在3チームの参加者の方
々が大変お元気で『共想法』
を楽しまれ、生き生きとされ
ていらっしゃることは大変嬉
しいことです。今後も続けて
まいります

産業技術総合研究所
西村 拓一 先生

招待講演：「認知症になりにくいまちづくり～ゼロ次予防を目指して」

千葉大学予防医学ぎセンター
社会予防医学研究部門教授
国立長寿医療医学センター
老年学・社会科学研究センター
老年学評価研究部長（併任）

近藤 克則 先生

＊ミクロの観点からスタート

＊加齢により、「やりたいこと、できることしかしない／できない」傾向に
なりがち。防ぎうる認知症を予防するには、使われないと落ちやすく、使わ
れ方に個人差が大きい認知機能（体験記憶・計画力・注意分割）をバランス
よく使う暮らしをすることが必要

＊参加者が撮影した写真を見ながら、「話す」「聴く」「見る」「考える」
を行う会話支援手法『共想法』は、体験記憶・計画力・注意分割の3機能を
バランスよく使う行動を導くように設計されている
＊ほのぼの研究所は平均年齢70歳代の市民研究員が相互学習を実践、

『共想法』の実施・普及・連携・人材育成・研究の事業を通じ、防ぎうる認
知症にならない社会づくりを目指している

設立10周年記念講演会交流会

上橋泉監事の締めの挨拶

小暮純生先生の乾杯の音頭

講演会終了後、手際よく交流会場に模様替えをしたホールには、四十
余名が参集。代表理事・所長の開会挨拶の後、三宅徳久 ほのぼの研究
所副代表理事より、着任挨拶をいただき、理化学研究所 革新知能統合
研究センター認知行動支援技術チーム 技術経営顧問の小暮純生先生
に、乾杯の音頭を取っていただきました。

3テーブルに分かれての和やかな歓談や自己紹介の後は、市民研究員
から感謝を込めたサプライズ企画として、大武所長にウエアラブルメモと
花束、参加者の寄せ書き色紙をプレゼントしました。プレゼントのセレクト
理由から所長の知られざる？ウィークポイントが披露され、会場はしばし
笑いに包まれました。尽きない談笑のひとときは弊所監事・柏市議会議員
上橋泉先生の一本締めにて、お名残惜しいまま、幕を閉じました。
本講演会・交流会開催に当たり、後援していただいた柏市、並びにご参
加、ご尽力いただいた皆様に深く御礼申し上げます。

（市民研究員 松村光輝 田口良江）

三宅徳久副代表理事の挨拶



「超かっこよく老いよう！」ワークショップ

柏市認知症予防講座「質問力をつけて認知症予防」

ＮＨＫ Ｅテレ『あしたも晴れ！人生レシピ』にて、ロボット司会による『共想法』 紹介

2016年度から柏市より受託開講している認知症予防講座は3年
目を迎え、6月19日、7月10日、31日の全3日間コース、ほのぼの
プラザますおにて、開講されました。『共想法』は「話す」「見る」「
聴く」「考える」「質問する」ことで体験記憶・計画力・注意分割機能
をバランスよく使うように設計されています。今回は受講者がどの
話題にも質問ができるくらいに関心をもってよく「聴く」「考える」トレ
ーニングのため、「質問力をつけて認知症予防」というテーマとし
ました。定員18名に、20名の応募がありました。その中に、毎年参
加されている方がいらしたのは嬉しいことです。
順調にスタートした１日目は、講話の後、市民研究員による『共
想法』の実演を見て、見学者である受講生が『共想法』に参加した
つもりで質問をするという試みを行いました。折よく、健康情報誌 『
健康365』の取材があり、早速10月号には掲載されましたので、
『共想法』が周知される一助となるよい機会にもなりました。

「人生100年時代、どんな老い方がかっこいい？」
と問われたら、どう答えられますか？2018年4月6
日(金)15:30から、柏市のパレット柏の多目的スペ
ースにおいて、「超かっこよく老いよう！」-ラーニ
ングフルエイジングのヒント－ワークショッップを
主催しました。講師には、ワークショップやカフェ
イベントの企画、運営・評価に関する実践的な
研究者 帝京大学 学修・研究支援センター森玲

奈准教授お迎えし、20～80代の13名にご参加いただきました。
先生方の挨拶、全員参加の自己紹介の後の前段の講話は、大
武所長の「プロジェクトを通じた高齢者の学び」－ほのぼの研究所
における取り組み―。高齢者の学びの場としてのほのぼの研究所
で、共想法を実践、普及、研究するプロジェクトを推進する意義や
効果を述べ、相互学習により、生き生きと活動している事例を紹介
しました。こうした活動を通して感じる「かっこよさ」とは、「（かっこう
つけずに）わからないことを正直にわからないといえること」「学び
合うということ」と締めくくりました。研究員による『共想法』デモもご
覧に入れ、さらに、理解を深めていただきました。

熱心に聴講する受講生

後段は、森先生のワークショップ手法の説明の後、早速3グルー
プに分かれてのグループワークに入り、「かっこいい生き方に関す
るエピソード」をA4用紙に書き出し、メンバーで共有、さらにそれら
をカテゴリー分類し、ネーミングを考えながら、「かっこよく生きるた
めには、何をしたらよいか、何ができるか」についてグループ討議を
実施。最後に、代表者が、カテゴライズしたメンバーの意見を壁や
ボードに掲示して発表しました。「自分にとってかっこいいもの」「他
人から見てかっこいいもの」「望ましい生き様」」等々について、様々
な切り口での結果発表がありました。納得したり、刺激を受けたりと
、果たして、かっこよい後半の人生を送るために、何をするべきなの
か、何を続けていくべきなのかへのヒントを得ることができた有意義
なひとときとなりました。(市民研究員 松村光輝）

認知症予防トレーニングとして紹介された『共想法』は、手法やロ
ボットの司会による実践の流れがわかりやすく解説され、併せて、大
武先生が人の話をよく聴いて、質問することが認知症予防に効果的
であることを説明しました。

として挑みました。
番組では超高齢社会の介
護施設・認知症予防・認知症
者（脳障害者）サポート、高齢
者用住宅の、それぞれの場
面でのＡＩの活用例が紹介さ
れ、これまで人間の力が及ば
なかったことが、ＡＩによって
解明されたり、より利便性が
高まっていくという可能性を
実感できるものでした。

人間の司会者では躊躇し
がちなタイミングのよい声か
けを、計測した発話量に応
じて、会話の途切れや文節
の切れ目で絶妙に話し手を
コントロールする会話支援ロ
ボット「ぼのちゃん」は、見か
けによらず、しっかり者として
紹介されました。またロボット
の開発においては、機能は
もちろんのこと、デザインに
ついても、現場のニーズや
イメージに関する情報を仔
細に収集しながら進められ
てきた経緯も、紹介されまし
た。

(市民研究員 長久秀子）

AI搭載のロボットぼのちゃん司会による『共想法』が、6月8日20時
～NHK Eテレ『あしたも晴れ！人生レシピ』（AIでどう変わる？超高
齢社会）にて、紹介されました。4月の日本橋の理化学研究所での
取材には、継続コース参加者と市民研究員の7人が、実演参加者

この番組に関するウェブペ
ージは、ほのぼの研究所の
ブログ「ほの研ブログ」の
2018年7月15日掲載記事、「
2018年ほのぼの研究所NPO
法人設立10周年記念講演
会」の本文最後のリンクから
たどれます。本誌掲載時点
で、YouTubeに動画がありま
す。

《共想法ロボットの進化》

単な食べ方をもう一度教えてください」という熱心な要望も飛び出し
初めての『共想法』とは思えないほど、共感あり、笑いありと、和や
かな雰囲気になりました。

3日目は気温35度の猛暑にもかかわらず、大勢が参加、ご自身
の話題を200字にまとめる作業にも挑戦しました。
今回は、受動的に聴講するだけでなく、実践参加型の講座でも
あったため、集中して参加いただけたようでした。そのためか、事
後アンケートでも満足度に関して、高い評価をいただきました。
今年度から、当講座の修了生が引き続き、ほのぼの研究所ふれ
あい共想法継続コースに参加できる仕組みを整えました。
講座運営にご助力下さった柏市ならびに社会福祉協議会のスタ
ッフの皆様、受講者の皆様に厚く御礼申しあげます。

（市民研究員・魚谷茜）

1号 ２号 ３号 ４号 ５号

《会話支援ロボット「ぼのちゃん」の進化》

グループワークと、発表のために掲示された「かっこいい生き
方」エピソードの数々

2日目は受講者が「好きな食べ物」を
テーマに『共想法』を体験、見学者か
らは、楽しい質問や「ヤマトイモの簡



これからの予定と参加者募集

賛助会員様お手続きについて

30年度賛助会員様の更新手続き、並びに新規ご入会を承ってお
ります。どうぞよろしくお願い申し上げます。上記に関するお問い
合わせ、参加・見学お申込みは、弊所宛て（弊紙１面上部ご参照）
葉書・メールfrioffice_at_fonobono.org (_at_を@へ) にて承ります。

共想法継続コース：8月21日、9月11日、10月16日、11月13日
（全て火曜日） 12月18日、1月18日、2月19日、3月12日
クリスマス講演会：12月11日（火） 於：さわやかちば県民プラザ

共想法の活動あれこれ～10周年によせて～

編集後記

つつがなくＮＰＯ法人設立１０周年の節目を迎え、次のステップへのスタ
ートができましたこと、皆様のご支援の賜物と、一同よりこの場をお借りして
、心より感謝申し上げます。
6月に弊所の「司会ロボットによる『共想法』」が紹介された、ＮＨＫＥテレの
『あしたも晴れ！人生レシピ―ＡＩでどう変わる？超高齢社会』では、ＡＩがこ
れまで到底人の力が及ばなかった不・負の解消、改善や新サービス

の提供に役立っている事例を多く知ることとなりました。
ロボットぼのちゃんは、これからどんなＡＩを搭載して、役立
つロボットに成長していくのでしょうか？

そばで、しばし見守っていくことにいたします。

岸和田市ののばなでは2016年から共想法を開始

しました。地域のサロン「みまーも岸和田」を会場とし、
来られた人に体験してもらう形で月に一度のペースで
開催してきました。話すのは苦手と言っていた人も、テ
ーマに沿った写真を選定するやいなや、しゃべり出そう
とする参加者を止めることもしばしば・・。目の前に話を
する題材の写真があると、すぐにでもそのエピソードを
話したくなる・・。笑いが生まれ、場が和むこともよくあり
ます。最近では少しずつ参加者の定着が見られ、この
日を楽しみにして下さる方もおられます。

2017年4月からは介護職員を対象に共想法を取り入
れ、良質なスタッフ間コミュニケーションの充実を目標
に実施してきました。スタッフ個々の伝える力、聴く力が
回を重ねるたびに向上する実感を覚えました。また、テ
ーマを決めて話すことで、日ごろ共に働くスタッフの知
らない一面を知ることができ、スタッフ間の会話と笑顔
が確実に増えました。 （のばな 正木慎三）

地域のサロンでの共想法
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